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わ
が
国
は
今
、
平
均
寿
命
八
十
歳
と
い
う
時
代
を
迎
え
、
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
人

口
の
高
齢
化
も
進
み
、
二
千
二
十
年
に
は
国
民
の
四
人
に
ひ
と
り
、
か
六
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
い
う

推
計
も
あ
り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
考
え
て
、
明
る
く
活
力
あ
る
こ
十
一
世
紀
へ
の
福
祉
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
昭
和
五
十
八
年
に

『老
人
保
健
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
老
人
保

健
法
』
に
よ
る
老
人
医
療
費
、
か
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
お
と
し
よ
り
の
人
口
の
増
加
、
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
老
人
医
療
費
は
ま
す

ま
す
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
し
で
も
医
療
費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、
お
と
し
よ
り
の
医
療

と
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

-~~~哩~l:3~~.

〈田和町老人医療の

費用負担のしくみ〉

老
人
医
療
の
対
象
者
は

老
人
医
療
費
の
対
象
者
は
、
①
七
十

歳
以
上
の
人
②
六
十
五
歳
か
ら
六
十

九
歳
ま
で
の
人
で
寝
た
き
り
な
ど
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
(
町
の
認
定
が
必
要
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
十
八
、
六
十
九

歳
の
方
も
、
県
と
町
で
半
額
づ
っ
負
担

し
て
老
人
医
療
費
と
同
じ
よ
う
な
扱
い

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
言
う
老

人
医
療
費
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

老
人
一
人
当
だ
り
の

医
療
費
は

年
間
五
十
三
万
円
以
上
巳

今
年

一
月
現
在
で
、
本
町
の
老
人
医

療
対
象
者
は
、
町
の
全
人
口
の
口
%
九

百
六
十
二
人
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
は
、
平
成
四
年
度
で
約
四
億

八
千
六
百
二
十
八
万
円
と
な

っ
て
い
ま

す
。
老
人

一
人
当
た
り
で
は
、
年
間
約

五
十
二
万
六
千
円
の
医
療
費
が
か
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
三
年
度
と

比
べ
る
と
、

一
人
当
た
り
三
万
二
千
八

百
円
の
増
と
な
り
大
幅
な
増
加
が
見
ら

れ
、
五
年
度
末
で
は
一
人
当
た
り
五
十

五
万
円
以
上
の
医
療
費
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
主
に
入
院

に
よ
る
高
額
医
療
が
増
え
て
い
ま
す
。

部

負

担

金

は

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
と
き
は
、
一
つ
の
医
療
機
関
(
病
・

医
院、

診
療
所
)
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な

一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

外来(1か月!こっき) 入院(1日につき)

平成 6年 度 1.000円 700円

一つの医療機関
入院回数分支払

ごとに毎月最初
う(定だし、住民

の診療日に支払
税ガ非課税で、

支払いの方法 う。総合病院で
老齢福祉年金を

は各診療科ごと、
受けている人は、

医科と歯科では
T日300円を2か

別々に支払う。
月間だけ支払う。

その後は無料)。

ー一一一一寸

受
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

② 

も
し
万
一
、
不
幸
に
も
交
通
事
故

に

日

あ

っ
た
場
合
、
本
来
医
療
費
は
加
害
者

成

か
ら
支
払
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
で
ケ
ガ
平、ノ

の
治
療
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
切

加
害
者
が
す
ぐ
に
は
損
害
賠

償

を

し

て

い

く
れ
な
い
と
い
う
場
合
な
ど
の
と
き
は
、
反

ふ
官
寸

老
人
保
健
で
医
療
費
の

一
部
を
立
替
え
広

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
は
、
す
ぐ
に
役
場
町
民
窓
口
課
ま
で

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
老
人
保
健
で

は
、
加
害
者
の
加
入
し
て
い
る
保
険
会

社
に
直
接
医
療
費
の
請
求
を
し
ま
す
。

医
療
費
の
負
担
は
誰
が

医
療
費
の
う
ち
の
三
割
は
国
・
県
・

町
(
み
な
さ
ん
の
納
め
た
税
金
)
で
負
担

し
ま
す
。
そ
し
て
、
残
り
の
七
割
は
町

の
国
民
健
康
保
険
や
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
、
共
済
組
合
な
ど
、
医
療
保
険
の

す
べ
て
の
保
険
者
が
共
同
で
お
金
を
出

し
合

っ
て
負
担
す
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。



昭
和
町
老
人
保
健
表
彰
者

次
の
み
な
さ
ん
は
、
老
人
医
療
受
給

対
象
者
で
、
平
成
四
年
八
月

一
日
か
ら

平
成
五
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の

了
牢

問
、
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
か
か
ら

な
か
っ
た
方
々
で
す
。

健
康
ま
つ
り
の
席
上
、
町
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
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谷 小 依 細 望 塚 高 今 名 望田河水

日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
管
理
を

中田上

智

雄
な
か
よ

政

春
ヲ
テ
イ

勝

子

未

春

血

旦

士

口

乙
次
郎
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美
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ヤ
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子

内泉田田月原橋村執月

医
療
費
を
節
約
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
日
頃
か
ら
自
分
の
健
康

管
理
に
気
を
配
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
、
ま
た

で
き
る
だ
け
ム
ダ
な
医
療
費
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
重
複
受
診
や
ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
ま

し
ょ
、
っ
。

②
時
間
外
受
診

・
休
日
受
診
は
な
る
べ

く
避
け
ま
し
ょ
う
。

③
薬
ね
だ
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
家
庭
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑤
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り
ま
し

レ品、「ノ。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

③
初
診
の
と
き
は
保
険
証
を
忘
れ
ず
に

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
か
b
新
レ
い
保
隙
証
で

A
W
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

φ

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
日
程
表
に

よ
り
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
各
地
区
の
公
会
堂

・

公
民
館
な
ど
で
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
期
間
中
に
会

場
ヘ
来
ら
れ
な
い
方
は
、
四
月
一
日

以
降
、
役
場
町
民
窓
口
課
窓
口
で
引

き
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課

(包
七
五
!
一
一
一
一
一
内
線

m
-m)

ま
で
。

表 )

月日 交付 場 所 時 間

西条新 田公会堂 午前 9時 ~ 9時50分

西条一 区公会堂 午前10時 -- 10時50分

清水新居公民間 午前11時 -- 11時50分
3 

西条二区第一公会堂 午後 l時 ~ 2時50分

月 押越公会堂 午後 3時 ~ 3時50分

紙漉阿原公会堂 午後 4時 ~ 4時50分

30 
築地新居公会堂 午前 9時 ~ 9時50分

日 飯喰集落センタ- 午前10時 -- 10時50分

。恥
河 西公会堂 午前11時 -- 11時50分

上河東公会堂 午後 1時 ~ 1時50分

上河東二区集会所 午後 2時 ~ 2時50分

河東中 島公会堂 午後 3時 ~ 4時

程(日

忘れないで明日のための国保税

③ 広報しようわ平成6.3.1
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阿
川
円
子
愛
育
会
の
、
モ
催
に
よ
る
第
一

十
回

『昭
和
町
健
康
ま
つ
り
』
が、

「
こ

の

一
H
、
自
分
の
健
康
を
、
明
日
を
に

な
う
子
ど
も
の
健
康
を
、
地
域
の
健
康

を
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
L

を
テ

1
7

に

一
月
三
十

H
総
合
会
館
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
よ
い
歯
の
五
歳
児
表
彰

と
凶
民
健
康
保
険
優
良
世
帯
・
老
人
保

健
優
良
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
虫
歯
の
な

い
子
ど
も
た
ち
と
、

一
年
間
お
医
者
さ

ん
に
か
か
ら
な
か
っ
た
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
愛
育
会
の

「
誰
も
が
安

h
F
表
彰
さ
れ
た
よ
い
歯
の
子
ど
も
た
ち

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
」
を
目
指
し

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
、
栄

養
改
善
推
進
員
会
の

「
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
が
出
来
る
ま
で
の
と
り
く
み
L

な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ

ー
ナ
ー
で
は
、

「
ニ

コ
ニ
コ
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
」
と
題
し
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
歩
い
て
、
き
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
エ
イ
ズ
時
代

の
性
教
育
|
愛
を
は
ぐ
く
み
性
の
自
立

を

」

を

テ

l
マ
に
、
県
立
高
等
看
護

学
院
保
健
婦
学
科
長
の
新
藤
京
子
先
生

h
p

「
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
に
見
入
る

み
な
さ
ん

4

司
「
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
l
キ
ン
グ
」
の
一
場
面

の
講
演
が
あ
り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き

入

っ
て
い
ま
し
た
。

衛
生
委
員
会

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
粗
大

ゴ
ミ
の
再
利
用
品
(
冷
蔵
庫
・
自
転
車

.
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
時
計
・
ス
ト
ー

ブ
等
)
を
展
示
即
売
し
、
格
安
の
販
売

と
あ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
売
り
切

れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
売
上
げ
金
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

p
-
0

4
/
 

戸

t
LF

へJ
/

E
J
y
f斗
叫
Y
4心
/

ロ
¥
「
弘
山
口

国
民
健
康
保
険

④ 広報しようわ平成6.3.1

優
良
表
彰
世
帯

V
町
長
表
彰

(
一
号

該

当

世

帯

四

年

以
上
、
又
は
四
人
以
上
世
帯
で

一
年
以

上
無
病
の
方
)

O
清

水

新

居

丸

山

茂

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰

(二
号
該

当
世
帯

三
人
世
帯
で

一
年
以
上
、

二

人
以
下
世
帯
で
二
年
以
上
無
病
の
方
)

0
西

条

一
区

中

津

あ

υ

美

o
西

条

二

区

山

内

義

晴

o
西

条

二

区

遠

藤

晃

二

o
西

条

二

区

高

梨

弥

太

郎

o
西

条

二

区

矢

崎

久

o
新

水

新

居

藤

本

や

す

子

O
押

越

海

野

英

明

O
押

越

小

林

正

次

(

笹

本

勇

)

0
紙

漉

阿

原

神

宮

寺

一

男

0
紙

漉

阿

原

松

村

進

O
築

地

新

居

横

内

和

美

(

幸
)

O
築

地

新

居

漬

藤

彦

(

貴

昭

)

o
飯

喰

堀

内

富

美

o
河

西

岩

波

政

雄

o
上

河

東

伊

藤

春

子

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰

(三
号
該

当
世
帯

二
人
以
下
世
帯
で

一
年
以
上

無
病
の
方
)

O
西

条

一
区

o
西

条

一
区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

j也 清徳金梶雨

谷水江丸原宮

清

十

将

之
今
朝
雄

一

彦

孝

彦
実

郎

O
西

条

二

区

o
西

条

二

区

O
西

条

二

区

o
西

条

二

区

O
清

水

新

居

o
清

水

新

居

o
清

水

新

所

o
西

条

新

田

O
西

条

新

田

o
西

条

新

田

o
押

越

o
押

越

o
押

越

O
河

東

中

島

O
河

東

中

島

O
紙

漉

阿

原

0
紙

漉

阿

原

o
紙

漉

阿

原

O
築

地

新

居

O
飯

喰

o
河

西

o
河

西

o
河

西

o
河

西

o
河

西

O
河

西

o
上

河

東

o
上
河
東
二
区

o
上
河
東
二
区

o
上
河
東
二
区

若

木

恵

美

子

入

倉

重

義

堀

井

郁

夫

福

来

末

雄

中

山

と
め
子

金

丸

成

子

伊

丹

と

も

子

堀

内

照

夫

杉

浦

正

子

深

川

市

造

山

田

準

宮

坂

良

男

石

川

力

也

三

神

さ

よ

子

原

田

仁

美

田
中
輝
子
(
光
治
)

古

谷

袈

裟

雄

小

針

照

雄

年

墨

寸

法

明

l

j

j

f

 

望

月

正

明

樋
口
昌
伯
(
静
枝
)

今

村

徹

平

山

陽

子

林

怨

樋
口
茂
(
美
枝
)

鶴

岡

和

子

土
小

川
リ

問
問

佐

々

木

光

治

望
月
常
子
(
晴
生
)

石

坂

甫

(
敬
称
略
・
順
不
同
)
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お
め
で
と
う
/
「
よ
い
歯
の
五
才
児
」

O
西

条

区

o
西

条

一一
区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
西

条

二

区

o
清

水

新

居

o
清

水

新

居

O
西

条

新

田

o
押

越

o
押

越

O
押

越

O
押

越

o
押

越

o
押

越

O
押

協

o
押

越

0
紙

漉

阿

原

O
築

地

新

居

O
築

地

新

居

O
河

西

O
、

河

西

o
河

凶

O
河

西

O
河

西

O
河

西

o
河

西

o
河

西

。
、河

西

o
河

西

o
上

東
前

d

出 丸 深iJ支 石 望 早 山村 金湯石 山 高 橘塩 小 塩 小 野
呂

山 子 本原坂野田津 山 j畢林沢

野望 池 尾望 藤 宮 小 j可石 {呆 山

悶

佳I
し

を
T

優

子

美

紗

慎
太
朗

大

崎綾宙
必

俗

之

葉

子
晃

大

美

穂

麻

未
っ
か
さ

麻

実

竜

英

泰

敏

あ
ゆ
み翼

雄

介
J

以
リ

恒

太

美

保

春

美

裕

梨
正

悠

竜

輝
亮

佑奏

詩

織
拓

哉

亮
太
朗

由

本 地 j也 坂原坂田中 山 j宰 辺 原 月 川国 j畢月i畢月

0
上

河

東

o
上
河
東
二
区

0
上
河
東
二
区

o
上
河
東
二
区

o
上
河
東
二
区

)11林

小

祐

介

市

慶

英

林

優
香
里

藤

井

慧

後

藤

文

由

香

(敬
称
略
・
順
不
同
)

-・ 1也域の児童福祉に関する
相談・援助活動に期待

主任児童委員誕生

…
・
・

自
分
に
み
が
き
を
か
け
て

・
・

一

「
H
H
，ョ一叩
E
凡
、
建
血
H
h
臥
区
日
U
M
睦
凪
M
h
p

也、

圃

回

凹

ι肱川・
a
Fノ
当
副
刷
J
N

閉口

H
H
E三
訓
聞
ー
ヨ
L
V

」

圃

昭
和
町
婦
人
講
座
開
講
式
が

一
月
十

白

七
日
、
総
合
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

圃

し
た
。
当
日
は
雨
の
中
大
勢
の
受
講
者

・

の
皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

-

開
講
式
に
引
き
続
い
て
、

山
梨
文
化

圃
学
園
学
園
長
の
山
口
国
光
先
生
に
よ
る

一

教
養
講
座
、

「
話
上
手
で
イ
メ
ー
ジ
ア

圃

ッ
プ
を
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

圃

れ
ま
し
た
。

一

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
人
に
感

.
動
を
与
え
た
人
達
の
話
の
例
を
も
と
に
、

園
自
分
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
つ
な

圃

が
る
よ
う
に
と
講
演
は
繰
り
広
げ
ら
れ

圃

ま
し
た
。
ま
た
、
自
己
判
断
テ
ス
ト
も

行
わ
れ
、

新
た
な
自
分
の
発
見
に
驚
き

』
司
佐
野
鈴
子
さ
ん
(上
河
東
)

4

司
深
沢
俊
子
さ
ん
(
清
水
新
居
)

と
笑

い
が
お
こ
る
な
か
、

自
分
を
見
つ

め
直
す
き

っ
か
け
が
つ
く
れ
ま
し
た
。

惨
講
演
中
の
山
口
先
生

今年の 1月1日付けで、新しく 2名の主任児童

委員が委嘱されました。

これまで、地域における児童 ・妊産婦の福祉に

関する相談、援助活動などは、地区の民生委員児

童委員がおこ なっ てきました。

しかし近年の出生率の継続的な低下に伴う、

「健やかに子 どもを生み育てる環境づ くり」が社

会全体の課題となっている今日、兎童福祉に関す

る専門的な相談、援助活動が必要になってきまし

た。

そこで、児童福祉に関することを専門的に担当

し、児童の健全育成活動の中心となる主任児童委

員が新しく委嘱されました。

・主任児童委員

深沢俊子さん(清水新居)

岱 24-6590
佐野鈴子さんは河東)

岱 75-2195

-ご相談 ・お問合せは、

主任児童委員、または各地区の民生児童委員、

役場健康福祉課 (fi75-2111内線251)までどうぞ。

灘

通昌也

町
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
主
催

に
よ
る
第
七
回
た
こ
あ
げ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「普
段
な
か
な
か
遊
ん
で
あ
げ
ら
れ
な

く
て
」
ま
た
、

「
「
子
ど
も
に
せ
が
ま
れ

て
」
と
約
百
二
十
人
の
親
子
が
参
加
し

て、

子
ど
も
の
作
品
(
た
こ
)
に

一
生

懸
命
に
子
を
貸
す
、
や
さ
し
い
ま
な
ざ

し
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
総
合
会
館
で
講
師
の
山
本

武
夫
先
生

の
指
導
に
よ
り
た
こ
作
り
に

励
み
、
午
後
は
押
原
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

会
場
を
移
し
青
空

の
下
で
自
分
で
作

っ

た
た
こ
を
空
高
く
と

一
生
懸
命
に
走
り

回
り
、
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

平成6.3.1⑤広報しようわ

砂
親
子
で
い

っ
し
ょ
に
た
こ
づ
く
り



;西条二区JR身延線跨線橋下 ;

;駐車場(8台分)を貸出します j

|申し込み多数の場合は抽選とさせていただきます。 1

・普通車 1台につき月額3，000円 (No.1~No.6の 6 台分)

・軽自動車 1 台につき月額2 ， 000円 ( No.7~No.8の 2 台分)

.1戸 1台に限らせていただきます。

・契約期間 平成 6年 4月 1日から平成 7年 3月31日

( 1年間とします。)

・申し込み受付期間

平成 6年 3月10日~平成 6年 3月17日(土・日曜日除く)

午前 8時30分~午後 5時まで

・申し込み及び問合せ先

昭和町役場企画行政課 (ft75-2111内線211、212)

新
行
政
相
談
員
の
紹
介

長
年
、
行
政
相
談
員
と
し
て
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
し
た
有
泉
淳
夫
氏
の
ご
逝

去
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
、
国
務
大
臣

総
務
庁
長
官
か
ら
昭
和
町
担
当
の
行
政

相
談
員
に
小
池
文
男
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

日
ご
ろ
み
な
さ
ん
が
、
国
・
県
・
町
な

ど
の
行
政
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
意
見
、
要
望
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
行
政

相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

〔
行
政
相
談
員
〕

小

池

文

男

氏

紙
漉
阿
原
二
二
一

O
番
地

宮
七
五
|
二
四
六
八文男氏づ吋也

才色
毎
月
の
行
政
相
談
日
は
、
広
報
「
し
よ

う
わ
」
の
最
終
ぺ

l

ジ
の
こ
よ
み
を
ご

覧
下
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
声
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

巡回相談のお知らせ

交通事故出張相談

交通事故のあと処理に関する

相談に応じます。

砂日時 3月24日(柑

砂場所 昭和町中央公民館

惨詳しくは、 県民相談センター

(~32-3715) まで

ー家
父 権

湧喜
重ろ

て
済

ヘ

受
通
事
故
は
年
々
増
加
し
、
ゐ
フ
日

の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
た
ち
自
身
、
い
つ
交

通
事
故
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
「
ま
さ
か
・
・
・
・
・
・
」

の
時
に
備
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
受

通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
共
済
は
、
自
動
車
・
電
車
・

飛
行
機
・
船
舶
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

農
耕
用
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
に
、

一
人
年
額
五

O
O円
の
掛
金
で

一
万

円
か
ら
最
高
一

O
O
万
円
ま
で
の
見

舞
金
を
、
簡
単
な
子
続
き
で
受
け
取

れ
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
昨
年

一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
、
五
十
八
件
の
災
害

に
対
し
て
お
よ
そ
三
百
六
十
八
万
五

千
円
が
見
舞
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て

い
ま
す
。

V
加
入
資
格

本
町
に
住
民
登
録

人
登
録
し
て
あ
る
方

ま
た
は
外
国

V
申
込
み
方
法

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
、
地
区
の

交
通
安
全
母
の
会
役
員
(
婦
人
会
支

部
長
)
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
る
申
込

書
に
掛
金
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ

叉」い。
V
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額

一
人
五

O
O
円
で
す
。

な
お
、
四
月

一
日
以
降
の
中
途
加
入

の
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

V
共
済
期
間

平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
七

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
た
だ
し
、

中
途
加
入
は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら

平
成
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

V
お
問
合
せ

役
場
総
務
課
(
岱
七
五
l

一
一
一
一

一

内
線

m
-
m
)
ま
で
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
申
込
書
と
一
緒

に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

え」い
。

⑥ 広報しようわ平成6.3.1



県
中
学
新
人
サ
ッ
カ
ー

へ

R
J甲
京
b
E
う
ご
」
圃
量
発
F'
n
p

，A
V
4
f
H
H「
O

こ
d
n沼産
f
G
d

第
四
十
一
回
県
中
学
新
人
サ

ッ
カ
ー

大
会
の
準
決
勝
及
ぴ
決
勝
が
二
月
六
日

に
行
わ
れ
、
決
勝
戦
で
は
押
原
中
が

一

宮
中
を
1
1
0
で
下
し
、
み
ご
と
初
優

勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

準
決
勝
で
甲
府
北
西
中
を
や
ぶ
っ
た

押
原
中
は
、
決
勝
で
一
宮
中
と
激
し
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
、

と
も
に
O
|
O
で

迎
え
た
後
半
の
試
合
終
了
一
分
前
に
、

押
原
中
の
志
村
君
の
シ
ュ

l
ト
が
決
ま

り
、
そ
れ
が
決
勝
点
と
な
り
、
熱
い
戦

い
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

-
押
原
小
校
庭
に
・

P
ス

ポ

少

資

料

庫

設

置

昭
和
町
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
誕
生

し
て
二
十
年
が
た
ち
、
登
録
し
て
い

る
単
位
団
も
8
団
に
増
、
え
ま
し
た
。
各

団
と
本
部
が
保
管
し
て
き
た
資
料
も
多

く
な
り
、
こ
の
た
び
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
要
望
に
応
え
、
押
原
小
学
校
の
倉
庫
に

併
設
し
て
、
資
料
庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
竹
中
本

部
長
は
、

「長
い
歴
史
の
な
か
で
、
大
切

な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
歴

史
の
保
存
は
大
切
で
あ
り
、
町
・
教
育

委
員
会
の
ご
理
解
に
よ
り
、
資
料
庫
を

建
て
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
」
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
資
料
庫
内
の
棚
は
、
鉄
工
所

を
経
営
し
て
い
る
、
少
女
バ
レ
!
部
保

護
者
会
長
の
大
堀
さ
ん
が
寄
付
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

‘F

新
ら
し
く
設
置
さ
れ
た
ス
ポ
少
資
料
庫

通g
 

マ

イ

ホ

ー

ム

念
願
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
。
幸
せ

杯
胸

一
杯
。
で
も
、
長
1
い
ロ
ー

ン
を
考
え
る
と
:
:

。

そ
う
い
う
皆
さ
ん
に
朗
報
が
飛
び

込
ん
で
き
ま
し
た
。
住
宅
ロ
l

ン
控

除
(
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
)
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
前
と
比
べ
る
と
借
入
金
の
残

高
に
よ
っ
て
は
十
万
円
も
還
付
金
が

多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
控
除
額
に
つ
い
て
改
正

さ
れ
た
法
律
が
適
用
で
き
る
の
は
、

平
成
五
年
四
月

一
日
以
降
居
住
開
始

分
か
ら
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

lv 
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
叉
は
税
務
相
談
{
主
に
お
尋
ね
下
さ

3
u
v
 

税
の
一
豆
知
識

惨l
団副
晴!
噂|
嘩l

第
二
十
八
回
春
季
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

平
成
六
年
四
月
七
日
(
木
)

丘
の
公
園
ゴ
ル
フ
コ
l

ス

六
千
円
(
予
約
金
を
含
む
)

プ
レ
l
代、
昼
食
代
は
個
人
負
担

三
月
一
日
l
三
月
十
一
日
ま

で
に
、

各
地
区
の
役
員
さ
ん

に
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
な
お
、
定
員

(
八
十
八
人
)
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

(
岱
七
五
|

三
七
三
七
)
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

日

時

会

場

参
加
料

申
込
み

確
定
申
告
は

も
う
お
済
み
に
窓
り
ま
じ
た
か
っ
・

8
局
四
国
患
守

い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
申
告
期
限
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
商
売
や
事
業
を

営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、
農
家
の
み
な

さ
ん
、
申
告
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま

し
た

か

?

平
成
五
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
、

町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署、

役
場
の
窓
口
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、
地
区
別
に
受
付
相

談
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

広

報
二
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
税

務
課
(
包
七
五
|
一
一
一
一
一
内
線

m
-

m
-
m
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

平成5年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受付相談は、土曜・日曜を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

-・・圃圃・・圃・

一
申
告
に

一持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・

医
療
費
な

ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約
書

な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契
約

書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か
ら
の

証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

・:
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

紙 漉阿原
2月28日(月)

築地新居

和役場昭問飯 喰 午前

j可 西
3月4日(金) 9時

上河東 3月7日(月)
午後

階ルホ | 上河東ニ区 3 月11 日((金月)) 4時
3月14日

その他 3月15日(火)

※来庁の際は、 最初に税務課窓口で受付けを

してください。

平成6.3.1⑦ 広報しようわ
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町社会福祉協議会がらご報告

赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
績
報
告

昨
年
十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一

日
ま
で
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期

間
中
、
各
区
役
員、

民
生
委
員
、

社
協

理
事
、
支
部
委
員
(
組
長
)
の
皆
さ
ん

の
ご
尽
力
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
内
各

企
業
の
善
意
と
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
次
の
と
お
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

-
戸
別
募
金

一
、
六
四
五
、
六
七

O
円

.
大
口
募
金

二、

一
五
八
、

0
0
0
円

・
バ
ッ
ジ
募
金

一
四
O
、
八
六

O
円

.
特
殊
募
金

三
八
、
七

一
七
円

〔
合
計
〕
三
、
九
八
三
、
ニ
四
七
円

な
お
、

一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

を
ご
報
告
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
山
梨
販
売
(
株
)

勇
ボ
デ
ィ
工
場
、
(
株
)
若
林
建
設
、

デ
ボ
の
家
具
、
笠
松
動
物
病
院
、
(
株
)

ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
高

野
商
底
、
(
株
)
ア
ピ
オ
、
(
株
)
ワ

カ
ツ
キ
、
(
有
)
ホ
テ
ル
昭
和
、
小
野

山
石
材
鹿
、
昭
和
建
設
工
業
(
株
)
昭

和
営
業
所
、
(
有
)
貢
川
建
材
、
(
株
)

河
西
金
属
商
事
、
近
鉄
物
流
(
株
)
甲

府
支
底
、
太
陽
自
動
車
販
売
(
株
)
、
田

辺
産
婦
人
科
、
山
本
工
務
底
、
ビ

l
ク

ィ
ッ
ク
、
ニ
ュ

l
健
康
ハ
ウ
ス
昭
和

(
株
)
、
(
株
)
一一一枝
自
動
車
、
東
洋
化

学
産
業
(
株
)
、
フ
ァ
ミ
リ
コ
昭
和
タ
ウ

ン
、
佐
野
研
磨
製
作
所
、
松
永
塗
料
販

売
(
株
)
、
蓮
見
漬
物
食
品
(
株
)
甲
府

営
業
所
、
五
味
歯
科
医
院
、
(
有
)
石
田

工
業
、
大
一
化
研
工
業
(
株
)
、
(
株
)

ク
リ
エ

l
ト
宅
問
、
(
株
)
宝
林
甲
府

支
社
、
(
株
)
協
伸
、
(
株
)
江
商
、

ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
(
株
)
、
セ
レ
ク
ト
・
ワ

ン
(
有
)
、
へ
ル
シ
ー
ス
ト
ア
ー
ア
メ
ミ
ヤ
、

桐
原
、

三
島
工
業
(
株
)
、
サ
ニ

l
コ
ー

ト
N
、
メ
ゾ
ン
大
浦
、
海
野
鉄
工
所
、

M
S
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
昭
和
薬
局
、
大
塚

内
科
小
児
科
医
院
、
(
有
)
誠
和
電
機
工

業
、
(
有
)
カ
ネ
ト
モ
、
丸
山
ハ
イ
ツ
、

M
S
ハ
イ
ツ
、
コ
ー
ポ
田
中
、
メ
ゾ
ン

イ
ト
ウ
、
コ

l
ポ
小
宮
山
、
ハ
イ
ツ
幸
、

ド
ミ

i
ル
小
池
、
神
宮
寺
工
務
底
、

(
有
)
丸
沼
運
輸
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ

ー
ス
ト
ア
昭
和
飯
喰
庄
、
(
有
)
相
原
商

事
パ
チ
ン
コ
マ
ル
ニ
、
武
川
病
院
、
(
有
)

相
原
不
動
産
、
(
株
)
名
執
組
、
昭
和
田

中
歯
科
医
院
、
信
陽
製
油
場
、
岩
村
貴

金
属
、
(
有
)
昭
和
鉄
工
、
昭
栄
自
動

車
整
備
工
場
、
小
松
建
築
、
(
有
)
ユ

タ
カ
商
事
、
新
都
市
設
計
(
株
)
、
(
株
)

伊
藤
調
査
測
量
設
計
、
(
有
)
オ
サ
ダ
、

釜
無
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
、
(
株
)

ア
イ
テ
ッ
ク
甲
府
支
底
、

二
八
会
、
テ

ル
モ
(
株
)
甲
府
工
場
、
(
株
)
キ
ト

l
、
石
川
工
務
底
、
(
株
)
品
川
工
事
、

(
有
)
佐
野
組
、
(
株
)
米
山
実
業
、

日
興
建
設
(
株
)
、

三
神
商
底
、

三
栄

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
(
株
)
、
藤
本
製

作
所
、
清
水
精
米
工
場
、
吉
川
外
科
整

形
外
科
医
院
、
流
通
銀
座
底
主
会
、
大

栄
企
画
(
株
)
、
(
有
)
木
村
工
務
底
、

(
有
)
丸
善
産
業
、
(
株
)
東
京
相
和

銀
行
甲
府
昭
和
通
支
底
、
望
月
畳
床
製

作
所
、
大
堀
製
作
所

有
価
物
回
収集

計
報
告

昨
年
十
二
月
十
二
日
(
日
)
に
、
年

末
事
業
の
有
価
物
回
収
作
業
を
行
い
ま

し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
の
集
計
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

各
区
役
員
、
民
生
委
員
、
社
協
理
事

評
議
員
、
支
部
委
昌
(
(
組
長
)
の
皆
さ

ん
の
労
力
奉
仕
に
深
く
感
謝
し
、
紙
上

を
も

っ
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

0

0
紙
・
布
類
七
四
、

三
二
一O
同

一
八
三
、
五
五

O
円

ビ
l
ル
ビ
ン

二
二
、
六
六

O
本
他

一
O
四
、
六

一
O
円

二
八
八
、
一
六

O
円

。
ビ
ン
類

合
計ご

寄
付
の
御
私

平
成
五
年
度
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
温
か
い
善
意
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
左
記
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
々
の
ご
芳
名
を
ご
報
告
し
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

O

東
部
農
協
昭
和
支
所
(
農
協
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

l
売
上
金
よ
り
)

o
昭
和
町
商
工
会
(
商
工
会
チ
ャ
リ
テ

ィ
ゴ
ル
フ
大
会
収
益
金
よ
り
)

O

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
グ
ル
ー
プ
(
町
ふ

れ
あ
い
祭
り
、
福
祉
ま
つ
り
バ
ザ
l
)

・
く
わ
の
実
会
・
ふ
た
ば
会
・
ほ
た

る
会
・
ょ
っ
ば
会
・
つ
く
し
会
・
わ

ら
細
工
の
会

O

(株
)
カ
ネ
コ
コ
ー
ポ
レ

l
シ
ョ
ン

甲
府
営
業
所

o
昭
和
町
婦
人
会
(
一
円
玉
募
金
)

O
押
原
小
学
校
児
童
会
(
一
円
玉
募
金
)

O
押
原
中
学
校
生
徒
会
(
一
円
玉
募
金
)

o
神
宮
寺
允
様
(
退
院
祝
)

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

{
一
般
図
書
】

0
・
さ
く
ら
さ
く
ら

林

真

理

子

O
た
と
え
病
む
と
も

重

兼

芳

子

O
父
と
子
の
提

風

間

健

0
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

吉
永
み
ち
子

O

コ
ツ
ド
岬

日・

D
・
ソ
ロ
!

{
児
童
図
書
}

o
雪
が
わ
ら
っ
た
よ

最
上

一
平

0
風
の
ふ
く
青
い
星

ジ
ャ
ン

l
F
-
S

0

い
わ
し
く
ん

菅
原
た
く
や

O
ジ
タ
ン
ゲ
ル

松
岡
い
遼
英

O
カ
ゑ
ス
と
イ
タ
チ

パ
リ
!
・
ロ
ペ
ス

ア
ス
ラ
ン
書
房

講
談
社

岩
波
警
底

集
英
社

~ 
ザー

宣言

工
作
舎

文
一
渓
堂

小
峰
審
府

交
化
出
版
局

岩
崎
重
田
鹿

⑧ 平成6.3.1広報しょうわ



下水包@自届守也~随時0@0~~す
平成6年4月より下水道の供用開始地域が広がり、

れまでの地域に加えて、河西、上河東地区の一部で下水

道が使用できるようになります。

ーでP

ιー

排
水
設
備
の
工
事

下
水
道
の
使
用
で
き
る
地
域
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
を
公
共

下
水
道
に
流
す
た
め
の
工
事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工
事
は
町
が
指

定
し
た
指
定
業
者
が
行
な
い
ま
す
。

工
事
の
申
込
み
は
、
役
場
都
市
計
画
課
下
水
道
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。
町
が
指
定

業
者
に
工
事
を
依
頼
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
方
法
、

工
事
費
用
、
支
払
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
そ
の
指
定

業
者
と
打
合
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
加
入
促
進
の
た
め
、
排
水
設
備
工
事
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
や
、

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
役
場
下
水
道
係
に
お
問

合
せ
下
さ
い
。
(
包
七
五
l

一一

一
一
一

内
線

m-m)

" 
円
け
い
]
5
年
度
か
ら
供
用
開
始
門
川
一
]
6
年
度
か

ら
供
用
開
始

下
水
道
受
益
者
負
担
金

下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
内
に
土

地
を
持
っ
て
い
る
方
に
は
下
水
道
受
益

者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
負

担
金
額
は
、

一
耐
当
た
り
三
百
十
円
で

す
。
負
担
金
は
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
だ
け
の
も
の
で
す
。

な
お
、
区
域
内
の
土
地
を
借
り
て
い

る
地
上
権
者
、
借
地
権
者
、
質
権
者
は
、

3.， •• 

そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。
ベ
、

ま
た
、
負
担
金
の
納
付
方
法
に
は
、

ト
K

一
括
納
付
と
分
割
納
付
が
あ
り
、

一
括

割

印

納
付
の
場
合
に
は
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
金

ま

す

。

担

負

下
水
道
の
使
用
料

1 m2あだり
310円です

負担金は、その土地に対して

一度だけのものです。

165 m' (約50坪)の

土地所育者の場合

310円 x165m' 
=51.150円

下
水
道
を
使
用
す
る
と
、
流
し
た
汚
水
の
量
に
応
じ
て
「下
水
道
使
用
料
」
を
お

支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
料
金
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

使用料の料金表

用途区分 下水使用水量 1ヶ月あたり

10m3まで、 基本使用料 700円

10m3越え30m3まで 1 m3につき 80円
一 般 用

30m3越え50m3まで 1 m3につき 90円

50m3越えるもの 1 m3につき 100円

臨 時 用 1 m3につき 100円

の決め方

λp〈 ごリ 一 般汚水 営業用汚水

水道水のみ 水道使用水量 水道使用水量

井 戸 水 の み 1人 1カ月 8m3 きロ心刃、 r

疋
4

乙
手

水道水・井戸水 水道人使
1
用カ水月量

4
フ
m

。

3

ラス 云ロ刃，，，-、 疋---
の併用 l 月

⑨ 広報しようわ平成6.3.1
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i主主まら 12宇z五色合Z72主T2室 やすい体皆ワ
る伝な子顔細らた教達遺かなスい血おとだ 司
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物型いか性中小研で究因や人る 気 な ん く
質とるにがにさ究は室)す病。をりが耳が
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ゐんなの広場
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山梨医科大学助手

を
他
の
物
質
に
変
え
る
遺
伝
子
に
も
多

型
が
あ
る
。
こ
の
多
型
と
肺
癌
の
か
か

り
ゃ
す
さ
に
関
連
が
あ
る
。
健
康
な
人

に
比
べ
て
肺
癌
の
患
者
に
こ
の
遺
伝
子

の
V
V
遺
伝
子
型
が
多
い
。
ま
た
、
肺

癌
に
な
っ
た
時
点
で

V
V
型
の
人
は
タ

バ
コ
を
平
均

ω万
本
吸
っ
て
い
た
が
、

別
の
遺
伝
子
型
で
あ
る

I
I
型
を
持
つ

人
は
平
均
刊
万
本
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り

V
V
型
の
人
は
肺
癌
に
か
か
り
ゃ
す
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

遺
伝
子
は
親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
る
。

少
量
の
血
液
を
採

っ
て
こ
の
遺
伝
子
を

調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
肺
癌
に
か
か
り

ゃ
す
い
体
質
か
ど
う
か
が
わ
か
る
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
私
達
の
研
究
室
で
は

こ
の
ほ
か
に
胃
癌
や
高
血
圧
、
骨
粗
野
松

症
な
ど
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
病
気
へ
の

か
か
り
ゃ
す
さ
の
研
究
を
遺
伝
子
レ
ベ

ル
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
病
気
は

生
活
習
慣
な
ど
の
環
境
要
因
が
大
き
く

関
与
し
て
い
る
病
気
で
あ
る
。
か
ら
だ

に
良
い
生
活
習
慣
は
わ
か
つ
て
は
い
る

け
れ
ど
そ
の
す
べ
て
を
実
行
す
る
の
は

難
し
い
し
、
ど
の
程
度
や
れ
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。
も
し
も
、
あ
る
病
気

に
か
か
り
ゃ
す
い
体
質
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
な
ら
、
そ
の
病
気
に
関
し
て

集
中
し
て
食
事
や
晴
好
品
な
ど
生
活
習

慣
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
病
気

に
か
か
ら
な
い
で

一
生
を
送
れ
る
可
能

性
が
高
く
な
る
。
な
る
べ
く
医
者
の
世

話
に
な
ら
ず
に

一
生
を
送
り
た
い
と
願

う
者
の
ひ
と
り
と
し
て
こ
の
研
究
に
没

頭
し
て
い
る
。

企
画

然太朗懸山保健学E

財
団
法
人

里
仁
会

⑩ 

(
一
月
一
日
j
一
月
三
十
一
日
受
付

敏
称
略
)

-Rお誕
生
女

地
区

西
条
二
区

紙
漉
阿
原

西
条
新
田

築
地
新
居

西
条

一
区

西
条
二
区

清
水
新
居

西
条
一
区

西
条

一
区

築
地
新
居

清
水
新
居

-vご
結
婚
・

地
区

西
条
二
区

自反-
お
悔
み
・

飯河
地
区

健
や
か
な
ご
成
長
を

氏

名

(

保

護

者

)

藤
津
隆
成
(
隆
志
)

酒
井
春
輝
(
伸
二
)

杉

内

巧

(

聖

)

近
藤
凌
太
郎
(
大
)

奥

山

渉

(

寧

)

杉

本

葵

(

考

洋

)

井
上
明
日
香
(
幸
久
)

井

淳

憧

(

光

人

)

塚
田
由
季
穂
(
幸
雄
)

小
口
史
耶
(
丈
夫
)

河
西
藍
李
(
茂
樹
)

末
長
く
あ
幸
せ
に

喰

丸磯石遠
山部原藤氏

美 博 直 名
保徳美昭

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

日食西

半金
j幸丸氏

名
(
届
出
人

文
代
(
英
樹
)

昭
幸
(
宏
昌
)

平成6.3.1広報しようわ



ゐんなの広場

〈楽しいクツキンク〉口山いしそーイノむ

大2
大1Yz

IJ¥ 1 

しょうゆ

酢

ごま油

ねぎ 1 
しようが lみじん切り
二ン三ク{ 各少々

すりごま l

レタス、果物、適宜

油

⑤ 

6本

ごま油、

少々)

少々

1 ""'2個

-材料 (3人分)

鶏ささ身

@(塩、こしよう、
酒、

小麦粉

玉子

-作り方
①鶏ささ身はすじをとり、包丁の背で定たきのばし③で下昧を

つけます。
②フライパンに油を熱し、⑦に小麦粉を薄くはたきつけ、溶き

ほぐした玉子をくぐらせ、色よく焼きます。

③レタスを叡き、②を盛り、」こからだっぷり⑮のたれをかけま

す。

一一

一一-

Ul 
一一一一一一

|目|

----・・一…

栄養改善推進員

鷹野高子さん(飯喰)

しいたけ、人参、ピー7 ンなど

も焼き、このたれで食べて下さ

ちょっと一言

に二コ

~ 

」ー

う
ぼ
う
川
柳

夫
ど
な
ら
逝
け
る
火
の
川
針
の

山

乾
杯
へ
お
で
ん
の
湯
気
の
上
る
席

余
生
な
ほ
頑
張
る
意
気
の
初
日
出

屠
蘇
気
分
客
待
つ
父
の
朗
ら
か
さ

年
始
史
ロ
不
景
気
ど
ば
す
気
炎
上
げ

新
妻
は
お
里
帰
り
で
客
気
分

年
越
の
雑
役
老
足
追
い
つ
け
ず

子
の
客
が
来
て
も
親
は
チ
ョ
ピ
リ
味
気
な
い

小
沢

宅
急
便
あ
の
娘
こ
の
娘
の
愛
を
の
せ

良
い
客
が
居
る
の
に
又
も
チ
ャ
イ
ム
鳴
る

師
走
入
り
短
き
日
々
の
う
す
陽
抱
く

レ
ー
ル
な
い
人
の
世
流
転
い
く
巡
り

来
客
を
犬
が
告
げ
て
る
表
門

山
の
湯
に
今
年
も
見
え
た
顔
馴
染
み

珍
客
に
忙
し
く
駈
け
る
勝
手

口

来
客
を
心
待
つ
間
を
髪
を
な
で

国
政
に
命
運
賭
け
る
輸
入
米

来
客
へ
母
も
鏡
、
え
落
っ
か
ず

新
客
を
迎
へ
る
座
敷
の
模
様
が
え

手
料
理
と
女
将
の
笑
顔
が
客
を
引
く

久
に
来
た
客
に
老
母
の
眼
も
う
る
み

雑
念
を
捨
て
新
春
鈴
を
振
り

パ
パ
ど
マ
マ
産
湯
へ
五
体
確
か
め
る

米
輸
入
農
が
凍
て
つ
く
歳
の
暮
れ

知
ら
ぬ
客
子
等
の
瞳
の
定
ま
ら
ず

帰
省
客
ま
ば
ら
不
況
の
景
背
負
い

井
口

矢
崎

磯
部

高
野

山
本
み
よ
子

神
堀
内
美
代
子

森
田

森

田
み

づ
ほ

相
原
あ
き
子

中
;尺;尺

春
男 亡二コ

⑫ 

今
月
の
花
木

《
ス
イ
セ
ン

(
水
仙
)
》

花
言
葉
日
高
潔
、
神
秘

素
木

竜
星

い しれ中 γ… " I I夜寝可 姿咲に
たまよてで : 込書 1とい、冬
よたういは i も， '1.& 露I:美て水 が
う 、死る、 {.:~，，，\ ゐ . I.;l，'ムJしい仙終
で中 U のナ ウ弘 託金必 i室長愛ムぷ泌 さるのっ
す国 もル ド思ひ私-F審盟磁議懇謬刻際襲警 にの貰て

O で 、シ γ 予選問遺竃駅瞳輔際機 、を色も
は こス ト蚤玄越国盤盤関 人目いま
水 のト ト輪 一週盛蚤..圃置機綴遅 々に花だ
の 高( はしが寒
仙貴自 春まかい
人 な己 す囲どリつがるでいがすた日
と 姿陶 ギ D 気こンそ、花するす o まが
し の酔リ がかとの寒で O こぐそる続
て せ)シ 漂神し様風は親とそのよく
扱 いにヤ つ秘た子にあしをこ清うこ
わ な例神 て的高か潔りみ知にらにの
れ のえ話 きな貴らくまのる来かし季
て でらの ま 雰で は立すあのてなて節

玉
枝

花
枝

夏
子樟f

狂
花

久
子

皐く長Jとひと⑥

平成6.3.1
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心
身
障
害
者
の
留
守
泉
宿
見
富
阜
切
ご
存
じ
で
す
か

M
T
U
1
締

約

礼

矧

、

山

み

な

さ

ん

へ

@

さ

自

肉

心

身

障

害

者

一“
り
お
一
一
即
時

r
z
t

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
押
原
・
西
条
・
常
永
の
町
内
三
児
童

扶

養

共

済

制

度

一蹴一
よ

足

立

長

暗

号

助
成
金
(
平
成
五
年
度
後
期
分
)
の
請
館
に
あ
る
留
守
家
庭
児
童
学
級

の

入

級

こ

か

十

i
ドド
ι
j
h保
護

一

だ

本

山

一

部

気

中

川

和

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

.
ヘ
-J
J
i
j
‘

l
J
一斗

JE
一川

‘一川
1
41
ご

吋

J

な

、

り

病

期

が

み

み

に

求
を
受
付
け
ま
す
。

一v-

3
F『

E
Eヨ〕
己主一合
見
士
、

-R
裂
な
史
走
者
が
死
亡
ま
た
は
重
度
障
害
の
状
態
に

ご

-

-

時

は

問

J

j

J

《

《

(

十
一
留
守
家
庭
児
童
学
級
は
、
放
課
後
家

勺
川
JJ

1
1
u
j

，

J
引
け
い
い

F

一リ

マ一
二

時

比

同

:
iy

自
対
象
者

自
動
車

t
ま
た
は
軽
自
動
一
一
ご
一
一
寸
ー

は

一日

昨

日

U
日

問

な

っ
た
時
に
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
年

一し一
三

欄

一

言

;

:
刊
一
一
弘

F
4
7
J
J
一
比
一
寸
一
一
宮
一

一
に
帰

っ
て
も
保
護
者
の
就
労
や
疾
病
の
ん
ー
か
む
削
れ
れ
引
い

ι引
付
o-1
k
u
F
f一
ミ
判
明
瀬
一

M
h
w川
一

車
税
の
減
免
を
受

け

町

村

ぷ

二
日

れ

ほ

州

市

号

交

日

刊

し

ド

引
川
村
川
れ
れ
引

M
U
一
一

ふ

れ

一一
匹

除

法

一

J

一一

%
m
u一い

身
体
障
害
者
手
帳

一
級
・

二
級
、
戦
旧
ん
童
を
対
象
に
、
町
内
の
児
童
館
の
中
日
十
十
八
ト
、
一
シ

一
七
七
卜
し

;

!

?一
M
U
M
-
w
に

J
1
1
汗
て
j

高

-
一系
住
守

二
日
15
4
究
室
トト

阿

P
O
H4
5自

0
4

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市一
司
副
町
-
分
す

i
一γ
ぜ
白川川
ν
J
P
L

傷
病
者
手
帳
特
別
・
第

一
・
第
二
項

一一
に
開
設
さ
れ
て
い
る
学
級
で
す
。

掛

金

月
千
四
百
円
l
六
千
八
百
円

一

JE

月
で

JU
一一
一
ヂ

.

一

症
、
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
人
。
二

V
入
級
対
象
者

(

児

童

)

支

給

金

障

害

者

に

月

二
万
円
を
支
給

石
川

U
開
門
U
M
け日
M
H
M

J
引

引

U
引

」

|

|
引

l
i

引

」

ニ
・
小
山
中寸
校
一
年

ιか
1
2
一
年
生
ま
?

o
加
入
資
格

心
身
障
害
者
を
扶
養
し

…合

組

醐

国

司

長

j
l
J
hl
オ
1

1
1
1
J
i
二
・
両
親
就
労
家
庭
・
母
子
、
父
子
家
庭
て
い
る
保
護
者
(
六
十
五
歳
未
満
)

一

}
l
i
l
i
-
-
-，
.
』
'

h
u
仁
川川

午後
一一一
時一

d
d
M
l
二
一

昼

間

保

官

同

い

な

い

濯

0
1

1

1

1役

場

健

康

喜
一試

二

初

心

者

、

飽

き

教

室

L

h
Hい
け
い
同
日
同
十
ト
け
い
M
同
同
ド
上

一一
V

E

=
三

一
児
童
館

に

つ

き

(

岱
七
五
1
一
一一

一
一
〉
ま
で

主

ヒ
ユ
)
、
《
引
い

.2
)
?
、
件
起

引
引

引

|

」

劃

日

E巴

一一
V
定

員

(h
官

邸

十

ぷ

L
1円
トト
ト
ト
ト
ト
は
い
i

L

一一

土
庁
、
長
台
、
:
色
一づ
け
、
本
焼

ii
H午後
三
時
一
一一
戸

(
j
1

一一
一
V
開
設
日

〆
引

曜

日

1

金

曜

日

一

日

川

ハ
川
門
1

1M
1
M

M

M

一
日

汗

J
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平成6年度家庭園芸講座

rー坪農園」耕作者募集
土 に親しみ 、収穫の 喜 びを御家 族で体

験 してみませんか。 4月 か ら、 1年 間を

通 し て 、 耕 作 出来 ます。

・期間 平 成 6年 4月 1日~平 成 7年

3月31日(1年間)

・場所昭和町上 河東952番地

常永駅南 300m

・対象昭和町々民

・費用 1年間 3，000円

(地代、肥料、たねし、も代等 )

・定員 30区 画(1人 1区画)

・募集 3月 7 白か ら受け付け開始し、
l' 1 

定 員 にな り 次 第 、 締 め 切 らせ

ていただきます。

・お申し 教 育 委 員会社会教育係まで E 

込 み (岱75--3737へ)
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実施日

3月8日
(火)

実施日

児 健 康 量分
ロジ 査

該当児 ! 受 付時間

平成5年11月生まれ |午後1時.......1時30分

平成5年8月生まれ |午後T時30分.......2時

該当児 受付時間

平成5年2月生まれ |午後?時.......1時30分

3 種混合予防接種

日 時 3月24日(桐午後?時.......1時45分
場 所総合会館

該当児

砂 I期・…・・平成 3年 9月~平成 4年 2月までに生まれた方。

'4歳未満でまだ未接種の方。

惨II期…・・・ I期 3回を完了して 1年-1年 6か月以内の方。

持ち物母子手帳・問診票

くつぎのような方は接種できません〉

1 .発熱している方。または著しい栄養障害のある方。

2.心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている方。

3. はしか、BCG接種後 1か月以内の方。
3月9日 l(樹 r-----------~--------~I 11 4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした方。

平成5年5月生まれ |午後?時30分.......2時

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科検診

実施日 3月30日(制
受付時間午後T時.......1時30分
場 所総 合 会 館

該当児 平成 5年11月~平成 5年12月までに生まれた方。

持ち物 母子手帳

*11月生まれの方には、神経芽細胞腫検査の説明と検査セ

ットの配布をいたします。

3 歳児健康診査

実施日 3月25日(劃
受付時間午後T時.......1時30分
場 所総合会館

該 当児平成 2年12月~平成 3年 1月までに生まれた方、

及び、前回未受診の方。

持ち物 母子手l'辰・ 3歳児健康診査票・食べものについ

ての質問票・尿検査セット

自子手帳受付及ひ→支健康相談日

日時 3月7日(月)・ 17日(木)・ 28日(月)

午前9時~竹時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ちください。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお応えして

いますので、お気軽にお出かけください。

-保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi75-2111 内線252・253までどうぞ。

⑬広報しようわ平成6.3.1

ツベルクリン反応横査とBCG接種

日時

| jツベルクリン接種|判 定 ISCG接種|

|陽転確認の方 I3月刊日開 I 17臼附 I18E3働|

|初めての方 16臼附 I 18日働 I18日働|

| ※鰐間午後?持.......2時 | 

場所総合会館

対象児 ①初めて接種をする方

平成 5年 4月~平成 5年 9月生まれの方。

4歳未満でまだ未接種の方。

②陽転確認の方

昨年の 3月にBCGを接種した方。

.，場転確認の方は、判定で陰性の場合にだけ18日(到にBCG

を接種します。

.初めて接種をする方で、判定が陰性・疑陽性の場合は、

その場でBCGを接種します。判定が陽性の場合は、再度

ツベルク リン反応検査をいたします。

四"'-

文 産

日時 3月4巴(劃.22日(火)

午後?時30分.......4時

場所総合会館

教 室

対象者 出産予定月が平成 6年 4月-7月までの方。

内 容 母 乳育児、お産に対する講義、妊婦体操や呼吸法

の実技など。

*お産への心構えを、そして、妊婦さん同志が知り合える

機会となる教室です。

飼えなくなった犬・猫の収集日

日時 3月4日・ 18日佳)午前10時50分.......10時55分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をしてください。
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お帰りメロディーの
放送時間が午後5時に

土 Saturday

5百

Friday 

やよい

弥 生

金
長

3月のこよみ
zK Wednesday I木 Thursday

2 ; 13強

メ~ Tuesday 

f奇
全国緑化運動・春季
火災予防運動

平成 6年 (1994年)

月 MondaySunday 日

役場開庁飼えなくなった犬・
描の収集日
安産教室
(総合会館)

ひな祭 ・耳の日

行政相談(中央公民
館午後 1時-)
心配ごと相談(総合
会館午後 1時一)
リハビリ 教室
(総合会館)

合月から、お帰りメロディーの放

送時闘が、これまでの午後4時から

午後5時に変更になります。

なお、 4月も午後5時の放送時間

となります

12奇
ー 紙漉阿原・築地新居・飯喰・河西地区確定申告相談受付CP7参照)

8; 19強 110室 |竹 百
国際婦人デー

7奇
消防記念日

6露
啓室長

役場開庁
結婚相談(総合会館

午後1時~午後3A寺)
子供アニメ映画会

(町立図書館午後
2時-)

思賜林記念日

陶芸教室②
(中央公民館)
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総合会館温泉定休日 |図書館・温水プール |礼児健康診査
休館日 1 (総合会館)
母子手帳交付及び

般健康相談
o:z，合会館)

19室

上河東・」二河東二区・その他の地区確定申告相談受付CP7参照)

15室 116百 117露 118奇14強13; 
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飼えなくなっ た犬・|役場開庁

描の収集日 | ー ー

ツベルクリン反応 17 ¥r (究)
判定及びBCG接種 ifj三γ引パ~~ \
(総合会館) 代汁叱メと之ぷ九

行政相談(中央公民|読み聞かせとお話

館午後 1時-) の会 (町立図書館

心配ご と相談(総合 |午前10時30分-)
会館午後 1時-) 1母子手帳交付及び

帆 ツベルク リン接種 |一般健康相談 ・
(総合会館ツベルク リン反応

判定 (総合会館)

24友ヨ|

ツベルク リン接種
(総合会館)

図書館・温水プール

休館巴
リハビリ 教室
(総合会館)
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電気記念日

3歳児健康診査
(総合会館)
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グ大会J (午後 7時
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世界気象デーNHK放送記念日

総合会館温泉定休日 |図書館・温水ブール |安産教室
休館日 1 (総合会館)
総合会館温泉定休日|陶芸教室③

(中央公民館)
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30奇

心配ご と相談(総合|図書館休館日

会館午後 l時-) I陶芸教室④
乳児整形外科検診 1 (中央公民館)
(総合会館)

29露

K 

28百

図書館・温水ブール
休館日
母子手帳交付及び
一般健康相談
(総合会館)

27室

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしません

ので次回の収集 臼をご利用ください。

※必ずlI[f指定の収集袋を使用してください。黒い

ビニール袋などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。荷札は粗大ゴミ に使用してください。

※収集日の当日午前8時30分までに出してくださ

※可燃物、 不燃物の分月IJはしっかりおこなってく

だきし、。

押河紙 築 飯 河 上 上

東 漉 地 河
河東

中阿新 一
越島原居喰西東区

毎週 P 月・木曜日
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清
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新

居

火・金曜日

西

条

二

区

西

条I也

区
区

毎週

第3水曜日

3日・7日・10日・14日・17日
24日.28日・31日

毎月第T水曜日

28・16日

⑬ 平成6.3.1広報 しようわ

18・4日・8日・竹田

15日・18日.22日.25日・29日

第2水曜日第4水曜日

9日 ・23日

毎月

23日(第4水曜日)
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